








内科の立場からキャリーオーバー症例をretrospectiveに検討したところ,IgA腎症が最も

多くを占め,次いで微小糸球体異常であった。断続的に尿異状を呈する群と持続群とに二大

別され,とくに前者では IgA 腎症で肉眼的血尿を繰り返す例,非 IgA 腎症ではネフローゼー

症例が多く認められた。また,糸球体障害の軽度の IgA 腎症や MPGN が,キャリーオーバー症

例の腎生検像として認められた。 


